
ＴＴＣ提案山行計画表   ［2017年2月1日 Ｍ．Ｋ 立案］ 

1.山行計画名 丹沢ビバーク山行（塔ノ岳～ユーシン沢）     ［塔ノ岳1,491m  神奈川県］ 

2.目的 ツエルトによるビバークを体験する         

3.期日 2017年4月22日（土）～23日（日） 1泊2日     交通アクセス：公共 

4.募集対象者 レベル：★★★    募集人員：10名程度          悪天候の場合は中止にします 

5.ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL：熊澤     SL：     会計：     救護：     写真： 

6:歩行／行動時間 ◆4/22 7:05/8:20（ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 6:40）  ◆4/23 3:10/3:30 (ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 2:45)  

7:集合場所･時間 渋沢駅北口2番乗場 4/22(土) 7：30 （本厚木乗車メンバ-は 本厚木駅： 6:50 集合） 

8:解散場所･時間 新松田駅 4/23(日) 11：00頃（本厚木駅帰着 12:00頃） 

9:費用 

費用\1,730- 

交通費：本厚木―渋沢@280、渋沢―大倉@210、玄倉―新松田@900、新松田―本厚木@340 

交通費小計:\1,730-（本厚木起点の場合） 

10:行程 

［日の出入り］ 

4/22 横浜 

   5:00 / 18:20 

4/23 横浜  

4:59 / 18:21 

◆1日目（4/22） 

●累積標高差:登/下 

1318ｍ/152ｍ 

歩行:11km 

◆2日目（4/23） 

●累計標高差:登/下 

231ｍ/619ｍ 

歩行:7km 

◆4/22（土） 
小田急      神奈中      0:35       0:30      0:40      0:25     0:55 

本厚木＝＝＝＝渋沢＝＝＝＝大倉―――――観音茶屋――――見晴茶屋――――駒止茶屋――――堀山の家――― 
7:00   7:22/7:36  7:51-8:10   8:45～8:50    9:20     10:00～10:05  10:30～10:40 

   
0:40  昼食  1:40       0:40          1:00 

花立山荘―――――塔ノ岳――――尊仏ノ土平――――熊木沢出合――――ユーシンロッジ付近（ビバーク） 
11:35～11:45  12:25～12:55  14:35～15:05     15:45～16:15              17:15      
 
 
 
 
◆4/23（日） 
           3:30    富士急       小田急  
ユーシンロッジ付近――――玄倉＝＝＝＝新松田＝＝＝＝本厚木 
6:00              9:30       10:59    12：00頃   

 バス時刻 (発10:16/11:21)   (着10:59/12:04) 

11:ｺｰｽ概念図 

 

別紙にて 

  

12:1/25000地形図 大山、秦野、中川 

13:問い合わせ先 バス：富士急湘南バス TEL:0465-82-1361 

14:共同装備 医薬品一式、ツエルト 

15:個人装備 

 

防寒着、ｻﾞｯｸｶﾊﾞｰ、ﾃﾙﾓｽ、替、ﾍｯﾄﾗﾝﾌ゚ (予備電池)、地図、ｺﾝﾊ゚ ｽ、計画書、時計、財布(現金)、筆記具、健康保険証,

山岳保険加入者証、ｽﾊﾟｯﾂ、ｽﾄｯｸ、ﾀｵﾙ、ﾛｰﾙﾍﾟｰﾊ゚ 、ﾎﾟﾘ袋、夜食・朝食 各1回分、行動食、非常食、携帯電話、  

  ＊持っている方はツエルト,コンロ,コッヘル 

16:募集締切日 3月例会（3/18(土)） 
17:説明会 2月例会（2/18(土)）      電子版配布（2/**）  

18:特記事項 

 

＊普段、経験出来ないビバークをツエルトを利用して行います。 

＊装備は普段の日帰り山行と同じにした方がリアリティがあるかと思います。 

＊上記の装備でビバークする事により足りない装備が見えて来ると思います。 

＊コース上にある数か所のポイントで ビバークに至る経緯 及び その後の対処、救援手段 等を 

皆で勉強しながらビバーク地に向かいたいと思います。 

＊ビバーク時の飲食は各自で持参して下さい。(夜食・朝食) ＊制限無し 

＊ビバークに関連して、普段の山でのエネルギー摂取、水分補給が、適切かどうか、 

おおよそ判断できる実技を実施 します。今後の山行にお役立て下さい。 

＊給水場所 ：1.塔ノ岳からユーシン方面へ下り5～10分の所に不動ノ水場 

            2.ユーシンに水場が有ります。 

＊夜は星空の下、皆で楽しく過ごしましょう！ 

 

注：ビバークに不安がある方はシュラフを持参してもらっても結構ですが 

出来れば、エマ－ジェンシートを利用したリアルなビバークを経験して頂きたいと思います。 

注：装備は普段、個人山行で持って行っている物であれば制限はありません。 

 

 



 

 

コース概念図 

 

 

              

 

 

 

 


